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文
人
秋
月
悌
次
郎

中　

西　

達　

治

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
高
須
に
配
流
さ
れ
た
秋
月
悌
次
郎
胤
永
の
囚
人
と
し
て
の
生
活
に

焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。

明
治
二
年
七
月
、
秋
月
悌
次
郎
と
手
代
木
直
右
衛
門
が
東
京
か
ら
高
須
に
送
ら

れ
る
前
後
の
旧
会
津
藩
の
動
向
を
整
理
し
て
お
く
。

明
治
二
年

・
五 

月
十
八
日
、
五
稜
郭
開
城
、
戊
辰
戦
争
終
結
。
こ
の
日
、
萱
野
権
兵
衛
が
、

飯
野
藩
保
科
家
下
屋
敷
で
保
科
家
家
臣
沢
田
武
治
の
介
錯
に
よ
り
切
腹
。

・
六
月
三
日
、
松
平
容
保
の
子
慶
三
郎
（
容
大
）
が
、
御
薬
園
で
生
ま
れ
る
。

・
六 

月
十
七
日
、
版
籍
奉
還
が
開
始
さ
れ
る
。
同
じ
日
、
公
卿
、
諸
侯
の
称
号
を

廃
し
華
族
と
す
る
こ
と
が
布
告
さ
れ
た
。
版
籍
の
奉
還
は
二
十
五
日
ま
で
に

二
百
六
十
二
藩
が
実
行
し
た
。
高
須
藩
は
、
六
月
二
十
日
、
版
籍
の
奉
還
が

聞
き
届
け
ら
れ
た
旨
藩
士
に
布
達
し
て
い
る
。

・
七 

月
二
十
七
日
、
高
須
藩
主
松
平
義
勇
が
隠
居
し
、
養
子
義
生
が
家
督
を
相
続

し
た
。

・
八
月
十
五
日
、
蝦
夷
地
が
北
海
道
と
改
称
さ
れ
る
。

・
九
月
二
十
八
日
、
徳
川
慶
喜
、
松
平
容
保
ら
の
罪
が
許
さ
れ
る
。

・
十 

一
月
三
日
、
松
平
容
大
が
家
名
存
続
を
許
さ
れ
、
華
族
に
列
す
る
。
こ
の
時

所
領
に
つ
い
て
、
猪
苗
代
近
辺
三
万
石
と
斗
南
三
万
石
の
い
ず
れ
か
を
選
択

せ
よ
と
い
わ
れ
、
山
川
浩
ら
役
職
者
が
協
議
し
た
結
果
、
斗
南
を
選
択
し
た
。

明
治
三
年

・
一 

月
、
謹
慎
中
の
旧
会
津
藩
士
に
宥
免
の
沙
汰
が
下
さ
れ
る
。

・
四 

月
十
六
日
、
斗
南
藩
に
従
う
旧
会
津
藩
士
に
斗
南
移
住
の
命
令
が
出
さ
れ
、

翌
日
第
一
陣
が
品
川
を
出
港
し
て
現
地
に
向
か
っ
た
。
五
月
下
旬
よ
り
翌
年

閏
十
月
に
か
け
て
、
新
潟
よ
り
五
便
、
他
に
横
浜
よ
り
の
便
が
就
航
、
陸
行

し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
山
本
覚
馬
と
の
縁
で
会
津
藩
校
日
新
館
教
授
に
採
用

さ
れ
た
川
崎
尚
之
助
は
、
新
参
な
が
ら
斗
南
藩
士
と
し
て
青
森
野
辺
地
に
移

住
す
る
。
こ
の
時
米
沢
に
い
た
妻
の
山
本
八
重
（
当
時
は
夫
婦
別
姓
）は
、母
、

兄
嫁
と
共
に
京
都
の
兄
の
許
に
赴
い
た
。

・
五 

月
二
十
七
日
、
高
須
藩
、
藩
政
改
革
を
行
い
、
職
名
を
知
事
、
大
参
事
以
下

に
変
更
し
、
食
禄
も
変
更
す
る
。

・
六
月
、
斗
南
藩
が
成
立
す
る
。

・
八
月
二
日
、
こ
の
日
ま
で
に
全
て
の
藩
の
版
籍
奉
還
が
終
わ
る
。

・
九
月
、
松
平
容
大
、
会
津
若
松
の
御
薬
園
を
出
て
、
新
潟
か
ら
斗
南
に
向
か
う
。

・
十
月
、
中
川
宮
、
許
さ
れ
て
京
都
に
戻
る
。

・
十 
二
月
二
十
四
日
、
高
須
藩
は
名
古
屋
藩
と
合
併
し
、
松
平
義
生
は
名
古
屋
藩

権
知
事
と
な
る
。

明
治
四
年

・
一
月
五
日
、
寺
社
の
所
領
を
没
収
し
、
府
、
藩
、
県
の
管
轄
と
す
る
。
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文人秋月悌次郎（中西　達治）

二

・
一 
月
八
日
、
旧
高
須
藩
士
族
は
名
古
屋
藩
士
族
、
高
須
出
張
所
掛
と
な
る
。
卒

も
同
じ
。
職
員
禄
制
こ
れ
ま
で
ど
お
り
。

・
一
月
、
山
川
健
次
郎
、
遣
米
留
学
生
と
し
て
横
浜
出
港
。

・
二 

月
十
八
日
、
斗
南
藩
は
藩
庁
を
五
戸
か
ら
田
名
部
の
円
通
寺
に
移
し
た
。
松

平
容
大
は
こ
の
寺
に
居
住
し
た
。

・
三
月
一
日
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
間
に
郵
便
開
通
。

・
三
月
二
十
四
日
、
松
平
容
保
、
喜
徳
、
謹
慎
蟄
居
を
解
か
れ
る
。

・
七 

月
十
四
日
、
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
、
斗
南
藩
は
斗
南
県
と
な
る
。
こ
の
時
各

藩
の
旧
藩
主
は
東
京
移
住
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
旧
高
須
藩
の
信
州

領
に
つ
い
て
は
、
竹
佐
代
官
所
に
お
い
て
、
旧
高
須
藩
の
家
老
が
臨
席
し
て
、

離
任
式
が
行
わ
れ
た
。

・
七
月
二
十
日
、
松
平
容
保
、
喜
徳
が
田
名
部
に
到
着
す
る
。

・
八
月
九
日
、
斬
髪
・
廃
刀
の
許
可
令
が
出
さ
れ
る
。

・
八
月
二
十
五
日
、
松
平
容
保
、
喜
徳
、
容
大
ら
藩
主
の
一
族
が
、
東
京
に
移
る
。

・
九 

月
四
日
、
斗
南
、
七
戸
、
八
戸
、
黒
石
、
館
の
各
県
、
弘
前
県
と
合
併
し
て
、

弘
前
県
と
な
る
。

・
九 

月
二
十
三
日
、
弘
前
県
が
青
森
県
と
改
称
さ
れ
、
県
庁
を
弘
前
か
ら
青
森
に

移
転
す
る
。

以
上
秋
月
、
手
代
木
に
関
わ
る
高
須
藩
の
動
き
を
含
め
、
中
央
政
府
の
重
要
な

施
策
と
斗
南
藩
関
係
の
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
。

中
央
政
府
が
関
わ
っ
た
政
治
改
革
や
旧
会
津
藩
関
係
者
に
対
す
る
措
置
な
ど
に

つ
い
て
は
、
高
須
藩
に
も
届
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
比
較
的
早
く
秋
月
ら
に

も
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
彼
ら
が
国
元
に
残
し
て
き
た
家
族

の
情
報
は
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
流
刑
地
で
謹
慎
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
秋
月
、
手
代
木
に
と
っ
て
旧
藩
の
処
遇
、
故
郷
に
残
し
た
家
族

の
動
向
は
な
ん
と
し
て
も
知
り
た
い
こ
と
だ
っ
た
。
秋
月
は
、
高
須
に
到
着
後
、

約
三
ヶ
月
後
の
十
月
二
日
に
故
郷
の
家
族
宛
、
別
れ
て
以
後
の
経
過
を
伝
え
た
手

紙
を
出
し
て
い
る
。
以
後
、
高
須
抑
留
中
に
出
し
た
手
紙
四
通
、
移
送
さ
れ
た
名

古
屋
か
ら
出
さ
れ
た
二
通
、
野
辺
地
到
着
後
若
松
の
弟
に
宛
て
た
手
紙
一
通
、
そ

れ
に
本
家
の
跡
取
り
で
甥
の
丸
山
四
郎
右
衛
門
が
高
須
に
い
た
秋
月
宛
に
出
し
た

手
紙
一
通
が
、
悌
次
郎
の
弟
秋
月
三
郎
の
ご
子
孫
の
家
に
現
存
し
て
い
る
。
秋
月

が
書
い
た
手
紙
の
中
に
は
、
国
元
か
ら
手
紙
が
来
た
と
い
う
記
事
が
何
ヶ
所
か
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
今
の
所
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

新
政
府
に
よ
っ
て
、
旧
体
制
の
刑
法
を
引
き
継
い
だ
形
で
藩
預
け
と
な
っ
た
国

事
犯
の
二
人
は
、
流
刑
先
で
新
政
府
に
よ
る
制
度
の
改
変
を
身
を
も
っ
て
体
験
す

る
こ
と
に
な
る
。

一
明
治
三
年
四
月
、
秋
月
と
手
代
木
と
は
別
々
の
囚
居
を
与
え
ら
れ
た
。
秋
月
の

囚
居
は
、
十
畳
次
の
間
四
畳
、
六
畳
次
の
間
二
畳
、
玄
関
、
浴
室
は
手
代
木
と
共

用
で
あ
る
。
二
人
は
斗
南
で
も
こ
の
位
の
屋
敷
は
ほ
し
い
と
、
話
し
合
っ
た
。

そ
の
年
の
七
月
十
五
日
頃
、
父
の
伏
罪
後
伝
手
が
あ
っ
て
彦
根
藩
で
修
行
し
て

い
た
胤
永
の
養
嗣
子
浩
之
丞
が
高
須
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
時
、
浩
之
丞
は
三
郎

が
五
月
十
一
日
に
書
い
た
手
紙
を
届
け
て
い
る
。
そ
の
手
紙
に
は
、
秋
月
が
会
津

若
松
を
出
発
し
た
後
に
出
し
た
長
蔵
に
托
し
た
手
紙
、
十
二
月
に
出
し
た
手
紙

（
日
付
け
は
、
十
月
二
日
、
第
一
信
）
が
届
い
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
、高
須
に
向
け
て
出
発
す
る
直
前
に
書
い
た
手
紙
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
く
、

着
い
て
い
る
と
思
う
が
と
念
を
押
し
て
い
る
。
家
族
と
思
う
よ
う
に
連
絡
が
取
れ

な
い
も
ど
か
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

三
郎
が
こ
の
手
紙
を
書
い
た
五
月
十
一
日
に
は
、
先
に
見
た
と
お
り
す
で
に
斗

南
藩
に
従
う
こ
と
を
希
望
す
る
藩
士
達
の
移
住
が
始
ま
っ
て
い
た
。
三
郎
が
知
ら

せ
て
き
た
一
族
の
動
向
を
見
て
み
よ
う
。

・
本 

家
の
丸
山
四
郎
右
衛
門
胤
孝
と
そ
の
弟
で
悌
次
郎
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
浩
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三

之
丞
は
、
学
問
修
行
の
た
め
残
留
、
胤
孝
は
上
京
し
た
。

・
三
郎
は
、
明
治
二
年
十
月
に
結
婚
し
た
。

・（
明
治
三
年
五
月
か
。
こ
の
手
紙
を
書
く
直
前
に
、）
母
の
八
十
歳
の
賀
宴
が
開

か
れ
盛
大
だ
っ
た
。

・
三
郎
は
、
坂
下
で
教
育
に
従
事
し
て
い
る
。

・
長
崎
の
姉
は
、
近
所
に
寄
宿
し
て
い
る
。　

・
藩
に
多
額
の
献
上
金
を
出
し
た
。

・
母
が
、
手
織
り
の
白
木
綿
を
藩
主
の
慶
三
郎
に
献
上
し
た
。

会
津
藩
降
伏
後
の
旧
藩
士
家
族
ら
は
、
秋
月
悌
次
郎
家
が
、
坂
下
局
牛
沢
村
で

五
人
、
丸
山
五
八
郎
（
四
郎
右
衛
門
胤
孝
の
こ
と
）
家
も
同
じ
く
坂
下
局
牛
沢
村

で
十
一
人
、
長
崎
幸
右
衛
門
家
は
御
山
局
幕
内
村
で
四
人
と
い
う
よ
う
に
、
十
五

局
に
別
れ
て
扶
助
を
受
け
て
い
る
。
三
郎
が
坂
下
で
教
育
に
従
事
し
て
い
る
と
い

う
の
も
、
こ
の
時
の
縁
で
あ
ろ
う
。
長
崎
の
姉
が
近
所
に
寄
宿
し
て
い
る
と
い
う

の
は
、
旧
宅
に
戻
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
胤
永
は
、
八
月
に
書
い
た
返
信
（
第
二
信
）
の
中
で
こ

ま
ご
ま
と
し
た
注
意
を
与
え
て
い
る
。

三
郎
の
結
婚
に
つ
い
て
は
先
便
で
言
お
う
と
思
っ
て
い
た
が
整
っ
て
よ
か
っ
た

と
喜
び
、
母
の
賀
宴
の
盛
大
な
こ
と
に
感
謝
、
自
分
も
お
祝
い
に
瀬
戸
の
陶
工
に

大
黒
様
を
作
ら
せ
た
が
、
こ
れ
は
「
損
じ
も
の
」
な
の
で
、
送
ら
ず
、
机
上
で
お

祀
り
し
て
い
る
と
次
に
書
い
た
手
紙
の
中
で
報
告
し
て
い
る
。　

さ
ら
に
胤
孝
、
浩
之
丞
の
修
行
に
つ
い
て
、

残
留
は
結
構
だ
が
、
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
浩
之
丞
は
、
駿
河
の

林
三
郎
方
に
行
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
月
一
両
ず
つ
支
給
と
し
、
四
月
に
三

両
、
最
近
三
両
与
え
た
。
国
恩
に
奉
じ
る
た
め
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。
正
月

以
来
、
浩
之
丞
と
は
、
度
々
連
絡
を
取
っ
て
い
る
が
、
胤
孝
の
こ
と
は
全
く
分

か
ら
な
い
。今
回
浩
之
丞
が
高
須
に
来
た
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
事
情
が
分
か
っ
た
。

修
行
は
出
来
て
い
る
よ
う
だ
が
、
給
付
金
が
少
な
く
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
の

で
、
月
に
一
分
二
朱
宛
支
給
し
て
や
る
こ
と
に
し
、
す
で
に
二
ヶ
月
分
渡
し
た
。

自
分
は
今
の
所
不
自
由
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
資
金
は
、
自
分
が
筆
耕

し
て
で
も
稼
ぐ
つ
も
り
だ
。

と
い
う
。小

子
等
は
大
シ
ク
ジ
リ
の
上
永
年
の
廃
物
、
御
国
恩
に
可
レ
奉
レ
報
様
無
二

御
座
一
候
間
何
卒
壮
年
の
輩
憤
発
励
精
、
十
分
修
行
の
上
屹き
っ
と度
御
用
に
立
候

致
度
、
子
な
り
孫
な
り
又
は
同
姓
同
藩
の
内
へ
人
物
を
こ
し
ら
へ
、
こ
の
恥

を
す
ゝ
ぎ
、
こ
の
罪
を
あ
が
な
い
候
様
致
す
外
他
無
事
二
御
座
一
候
。

と
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
胤
永
の
強
い
思
い
、
次
世
代
を
育
て
た
い
と
い
う
決

意
が
読
み
取
れ
る
。

胤
孝
に
つ
い
て
の
評
価
は
き
び
し
い
。

昨
年
胤
孝
が
上
京
す
る
際
、
三
郎
は
胤
孝
に
相
応
の
金
子
を
持
た
せ
て
上
京

さ
せ
、
最
近
ま
た
十
五
両
与
え
た
と
の
こ
と
、
費
用
が
か
さ
む
の
で
買
っ
て
お

い
た
刀
も
売
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
。
事
情
は
分
か
る
が
、
金
の
出
所
は
ど
こ
に

も
な
い
と
悟
ら
せ
る
べ
き
だ
。
胤
孝
に
は
、
三
郎
叔
父
は
大
勢
の
家
族
を
引
き

受
け
て
い
る
の
で
、
無
心
は
す
る
な
。
学
費
困
難
な
ら
、
自
分
修
行
だ
か
ら
一

旦
斗
南
な
り
、
国
元
な
り
に
帰
る
べ
し
と
、
厳
重
に
言
っ
て
お
い
た
。
そ
ち
ら

に
い
る
本
家
の
末
弟
丑
彦
は
、
上
手
く
言
っ
た
ら
高
須
に
呼
び
寄
せ
て
教
育
し

た
い
。

一
族
の
将
来
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
気
配
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た

だ
こ
れ
ま
で
見
た
と
こ
ろ
で
は
胤
永
の
妻
ミ
エ
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
浩
次
に
つ

い
て
の
言
及
は
な
い
。
情
報
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。（
以
上
第
二
信
）

　二                                                     

十
月
四
日
、
丸
山
胤
孝
が
七
月
四
日
に
書
い
た
手
紙
が
、
高
須
の
胤
永
の
元
に

届
け
ら
れ
た
。
封
筒
の
表
書
き
は
、

御
城
下
に
て
／
千
葉
八
助
様　
　

元
御
□
□
□
に
て
／
丸
山
四
郎
右
衛
門
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四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
左
衛
門
悴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
津　

勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
左
衛
門
悴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

勇
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
四
人

執
筆
日
付
け
が
七
月
四
日
な
の
に
、
悌
次
郎
が
書
い
た
七
月
二
十
日
付
け
の
手

紙
が
昨
日
到
着
し
た
と
始
ま
る
こ
の
手
紙
は
、
時
日
関
係
に
不
審
が
残
る
が
、
内

容
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
胤
孝
に
対
す
る
悌
次
郎
の
心
配
を
払
拭
す
る
も
の
だ
っ
た
。

胤
永
が
手
配
し
た
学
資
を
受
け
取
っ
た
こ
と
、
大
学
東
校
で
、
元
尾
張
藩
士
で

旧
幕
府
に
仕
え
た
宇
都
宮
三
郎
の
紹
介
で
、
悌
次
郎
知
人
の
尾
張
藩
士
水
野
喜
太

郎
の
世
話
に
な
り
、
尾
張
藩
給
費
生
と
し
て
一
ヶ
月
四
匁
づ
つ
三
年
間
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
八
月
分
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
近
況
の
報
告
、
斗
南
藩
の
諸
生

に
は
こ
れ
で
十
分
だ
か
ら
、
今
後
自
分
に
送
っ
て
も
ら
う
予
定
の
分
は
、
兄
か
ら

と
言
う
こ
と
に
し
て
浩
之
丞
に
渡
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
ち
ょ
っ
と
虫
の
い

い
願
い
は
、
彼
の
人
柄
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
が
尾
張
藩
給
費
生

に
な
れ
た
の
は
、
か
ね
て
胤
永
と
親
交
の
あ
っ
た
尾
張
藩
の
宇
都
宮
三
郎
が
取
り

な
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
、こ
の
間
の
内
情
を
報
告
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、

修
行
中
の
学
生
は
、
各
藩
に
在
籍
す
る
儒
学
者
に
伝
手
を
頼
っ
て
遊
学
の
許
可
を

取
り
、
そ
こ
で
学
ぶ
こ
と
に
な
れ
ば
、
遊
学
先
の
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
か
ら
手
当
が
支

給
さ
れ
る
仕
組
み
だ
っ
た
。
同
じ
頃
、
郡
長
正
ら
が
小
倉
藩
に
留
学
し
て
い
る
こ

と
も
、
例
え
ば
秋
月
な
ど
会
津
藩
の
誰
か
が
小
倉
藩
の
藩
儒
に
頼
み
込
ん
だ
結
果

だ
と
思
わ
れ
る
。
秋
月
と
手
代
木
は
こ
の
後
の
手
紙
で
分
か
る
よ
う
に
、
高
須
藩

と
の
話
し
合
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
を
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う
よ

う
交
渉
し
て
い
る
。
幕
藩
体
制
か
ら
中
央
集
権
的
な
県
体
制
に
か
わ
る
ま
っ
た
だ

中
で
過
去
の
仕
組
み
が
機
能
し
て
い
る
貴
重
な
例
だ
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

無
事

と
あ
り
、
裏
に
胤
永
の
筆
跡
で
、「
十
月
四
日
達
」
と
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
秋
月
胤

永
は
千
葉
八
助
と
い
う
変
名
で
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
筆
啓
上
仕
候
。
七
月
廿
日
御
日
付
之
御
状
昨
日
相
達
シ
、
忝
く
拝
見
仕

候
。
月
々
之
さ
い
料
と
し
て
金
壱
分
二
朱
ツ
ヽ
被
レ
下
候
趣
ニ
而
、
二
月
分

三
分
被
レ
下
難
レ
有
奉
レ
存
候
。
然
処
、
此
度
私
儀
、
宇
都
宮
殿
三
郎
と
申
人
、

大
学
東
校
化
学
局
之
中
坐
敷
ニ
テ
、
先
年
中
よ
り
世
話
ニ
相
成
候
人
ニ
御
坐

候
間
、
其
人
御
世
話
被
レ
下
尾
州
様
御
藩
水
野
喜
太
郎
と
申
人
、
叔
父
様
御

存
之
人
之
由
、
様
々
御
尽
力
被
二
成
下
一
壱
ヶ
月
ニ
四
匁
ツ
ヽ
三
ヶ
年
之
間

段
々
御
為
費
料
（
為
字
、御
と
費
の
右
外
に
後
補
。「
為
御
費
料
」
の
意
か
。）

被
レ
下
候
趣
ニ
而
、
当
八
月
受
取
申
候
間
、
四
匁
も
御
坐
候
は
、
斗
南
藩
諸

生
ニ
は
十
分
ニ
御
坐
候
間
、
浩
之
丞
事
、
此
先
お
渡
し
方
不
レ
被
レ
下
様
子

ニ
御
坐
候
間
、
右
壱
分
二
朱
は
私
よ
り
遣
シ
候
趣
ニ
被
二
成
下
一
浩
之
丞
方

へ
御
遣
可
レ
被
レ
下
候
。
木
村
理
右
衛
門
儀
右
三
人
宇
都
宮
へ
相
頼
ミ
申
候

処
、
三
郎
殿
私
も
加
へ
呉
候
様
と
の
事
故
、
小
子
も
誠
ニ
仕
合
な
る
都
合
ニ

御
坐
候
。
小
子
事
宇
都
宮
殿
よ
り
取
達
ニ
御
坐
候
得
は
、
宇
都
宮
殿
親
切
ニ

御
世
話
被
レ
下
候
間
、
御
案
事
被
二
下
間
敷
一
候
。
右
宇
都
宮
三
郎
殿
と
申
、

元
尾
州
旧
幕
ニ
被
二
召
出
一
候
人
ニ
御
坐
候
。

右
御
返
事
迄
早
々

如
此
ニ
御
坐
候　

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
四
日　
　

丸
山
四
郎
右
衛
門  

拝

御
叔
父
様

　

尚
々
若
松
表
よ
り
書
状
参
り
居
り
候
処
、
大
封
ニ
相
成
候
故
、
浩
之
丞
方

よ
り
差
上
申
候
様
、
浩
之
丞
方
江
遣
し
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
尾
州
様
江
御
頼
の
人
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
之
進
悴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

勝
次
郎
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五

三
明
治
四
年
二
月
に
書
い
た
手
紙
に
中
で
、
秋
月
は
高
須
に
お
い
て
彼
が
知
り
得

た
情
報
と
こ
の
地
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
細
か
に
説
明
し
て
い
る
。

十
一
月
二
十
七
日
、
高
須
に
や
っ
て
き
た
手
代
木
豊
吉
が
、
八
月
十
六
日
付
け

の
秋
月
家
か
ら
の
手
紙
を
、
胤
永
に
届
け
た
。
こ
の
手
紙
の
文
中
に
は
、
四
月
中

に
差
し
出
し
た
手
紙
が
、
六
月
に
若
松
の
秋
月
家
に
届
い
て
い
る
と
い
う
情
報
が

あ
る
が
こ
の
手
紙
は
残
っ
て
い
な
い
。

胤
永
は
手
紙
の
中
で
、
胤
孝
が
尾
張
藩
給
費
生
に
な
っ
た
こ
と
を
素
直
に
喜
ん

で
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
続
い
て
胤
孝
が
言
っ
て
き
た
月
々
一
分
二
朱
の
援
助
金

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
東
京
は
物
価
高
な
の
で
、
今
ま
で
通
り
ほ
し
い
と
い
っ

て
き
た
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
筆
無
精
で
、
手
紙
も
よ
こ

さ
ず
、
や
っ
て
も
読
め
な
い
、（
胤
孝
は
、
叔
父
胤
永
の
達
筆
の
手
紙
が
読
め
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。）
困
っ
た
も
の
だ
と
歎
い
て
い
る
の
だ
。（
今
ま
で
通
り

と
い
っ
て
き
た
手
紙
は
な
い
。）

さ
ら
に
胤
永
は
、
囚
居
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

浩
之
丞
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
七
月
ご
ろ
高
須
に
来
て
駿
河
に
行
く
と
い
っ

て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
ま
た
高
須
に
来
て
、
彦
根
藩
で
は
修
行
が
出
来
な
い
と

窮
状
を
訴
え
、
生
活
費
に
も
事
欠
く
始
末
だ
（
彦
根
藩
か
ら
は
援
助
金
が
出
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。）と
い
う
の
で
、高
須
藩
の
河
原
丈
平
に
相
談
し
て
、

河
原
を
寄
宿
先
と
し
て
身
元
保
証
人
に
な
っ
て
貰
い
、
自
分
の
囚
居
に
同
居
さ
せ

て
い
る
。
高
須
藩
学
校
日
新
堂
で
学
べ
る
よ
う
に
手
配
し
て
も
ら
っ
た
。
浩
之
丞

に
は
高
須
藩
か
ら
月
二
両
の
援
助
金
が
出
る
こ
と
に
な
り
、
不
時
の
少
額
支
給
も

あ
っ
て
都
合
が
よ
い
。

手
代
木
氏
も
駿
河
か
ら
息
子
の
宅
寛
を
呼
び
寄
せ
好
ま
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
に

な
っ
て
い
る
。

胤
永
の
囚
居
に
は
、
地
元
の
豪
農
加
藤
司
馬
太
の
ほ
か
一
名
計
二
名
が
学
僕
と

し
て
住
み
込
ん
で
い
て
、二
十
丈
ほ
ど
あ
る
二
階
に
浩
之
丞
と
共
に
住
ん
で
い
る
。

加
藤
司
馬
太
と
い
う
の
は
現
在
の
海
津
市
内
札
野
の
住
民
で
あ
る
。明
治
十
二
年
、

片
野
万
右
衛
門
、
早
川
理
右
衛
門
ら
が
木
曽
三
川
の
洪
水
被
害
を
抜
本
的
に
解
決

す
る
た
め
に
治
水
共
同
社
と
い
う
団
体
を
作
っ
た
と
き
、
出
資
金
を
出
し
た
発
起

人
の
な
か
に
名
が
あ
る
。

高
須
に
到
着
し
た
当
初
彼
ら
二
人
は
、
一
軒
の
家
に
同
居
し
、
北
向
き
の
奥
の

部
屋
に
手
代
木
、
南
向
き
の
前
の
部
屋
に
秋
月
が
寝
起
き
し
、
門
番
、
賄
い
夫
が

い
て
用
を
足
し
、
す
べ
て
が
高
須
藩
の
取
り
仕
切
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
浩
之
丞

が
来
た
こ
ろ
か
ら
「
金
米
渡
し
家
来
召
し
抱
え
自
分
炊
き
」
で
、
一
ヶ
月
三
人
扶

持
、
金
十
両
ず
つ
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
浩
之
丞
が
き
た
た
め
、
二

両
追
加
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
で
裁
量
出
来
る
た
め
倹
約
が
出
来
る

上
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
頼
ま
れ
る
揮
毫
料
で
生
活
は
非
常
に
楽
だ
。
こ
れ
ま
で
に
十

四
、
五
両
も
溜
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
内
母
に
進
上
す
る
つ
も
り
だ
。
浩
之
丞

に
は
と
り
あ
え
ず
四
季
の
着
物
を
一
式
調
え
て
や
っ
た
。
明
治
四
年
の
正
月
に
は

六
十
軒
ほ
ど
、
上
下
着
用
で
高
須
藩
士
の
家
を
年
始
礼
で
ま
わ
っ
た
。
斗
南
で
は

上
下
着
用
で
の
年
始
礼
は
ま
だ
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
皮
肉
な
こ
と
に
浩
之
丞
は
囚

人
の
父
と
一
緒
に
い
る
こ
と
で
人
並
み
の
交
わ
り
が
出
来
る
。（
以
上
第
三
信
）

国
事
犯
の
囚
人
と
は
い
え
、
旧
幕
府
時
代
の
風
習
が
生
き
て
い
る
か
ら
出
来
る

の
ん
び
り
し
た
暮
ら
し
、
こ
れ
は
会
津
に
残
っ
た
旧
藩
の
人
々
の
暮
ら
し
と
は
全

く
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で
彼
に
と
っ
て
の
唯

一
と
言
っ
て
よ
い
心
配
事
が
、
丸
山
一
族
の
身
の
振
り
方
だ
っ
た
。

四
第
三
信
と
同
じ
頃
書
か
れ
た
第
四
信
は
、第
三
信
と
は
別
ル
ー
ト
で
送
ら
れ
た
。

第
三
信
の
冒
頭
に
は
こ
ん
な
事
が
書
か
れ
て
い
る
。

書
状
度
々
差
上
候
へ
共
浮
沈
の
程
気
遣
し
く
、
こ
の
状
は
目
黒
九
八
郎
に

東
京
迄
持
参
、
同
所
に
て
佐
瀬
得
所
に
御
地
へ
届
呉
候
様
願
上
候
。
得
所
は

大
分
名
筆
に
相
成
、
当
時
愛
宕
地
内
に
居
、
大
流
行
の
由
。
時
々
文
通
致
候
。
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六

手
紙
を
出
し
た
い
と
何
度
も
思
っ
た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
こ
の
手
紙
は
、
目
黒
九
八
郎
に
東
京
ま
で
持
参
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
佐

瀬
得
所
に
届
け
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
彼
は
東
京
で
書
家
と
し
て
大
は
や
り
の

よ
う
で
、
時
々
文
通
し
て
い
る
。（
彼
な
ら
安
心
だ
と
思
う
。）

彼
が
こ
の
手
紙
で
も
っ
と
も
気
に
し
て
い
る
の
が
、
斗
南
移
住
に
対
す
る
家
族

の
対
応
だ
っ
た
。

斗
南
へ
は
蒸
汽
船
で
向
か
う
、
こ
の
こ
と
は
高
須
に
い
る
彼
に
も
伝
わ
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
本
家
と
秋
月
家
は
ど
う
し
た
の
か
、
全
く
伝
わ
っ
て
こ
な

か
っ
た
ら
し
い
。
胤
永
は
、
丸
山
胤
孝
に
聞
き
た
だ
し
た
の
だ
が
、
先
に
も
記
し

た
よ
う
に
筆
無
精
で
連
絡
が
な
い
。
胤
永
は
主
家
に
随
従
す
る
の
が
当
然
の
こ
と

と
考
え
て
い
た
か
ら
、
移
住
が
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
蒸
汽
船
で
移
動
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
高
齢
の
母
が
、
見
た
こ
と
も
な
い
大
海
を
渡
る
の
が
心
配
の

種
、
も
し
陸
行
だ
と
人
馬
の
賃
料
が
多
額
に
な
る
か
ら
ど
う
し
た
も
の
か
と
頭
痛

の
種
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
ん
な
心
配
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
手
代
木
直
右
衛
門
の
妻
喜
与
が
、
新
潟

か
ら
斗
南
へ
出
発
す
る
直
前
に
高
須
に
い
る
夫
に
送
っ
た
手
紙
が
届
い
た
。
喜
与

が
新
潟
に
い
た
の
は
十
月
十
五
日
の
夜
か
ら
十
六
日
間
（
手
代
木
喜
与
の
日
記

『
松
の
落
葉
』）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
手

紙
に
は
、
こ
の
時
秋
月
家
の
家
族
も
同
じ
船
に
乗
る
予
定
と
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

少
し
事
情
は
分
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
母
の
こ
と
な
ど
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
気
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
四
郎
右
衛
門
か
ら
手
紙
が
来
て
、

御
か
ゝ
様
御
始
御
本
家
一
同
居
残
の
事
申
遺
候
て
、
漸
く
に
去
留
の
人
員
等

委
敷
相
分
候
。

母
以
下
本
家
は
残
留
と
知
ら
せ
て
き
た
。

そ
の
後
年
明
け
の
一
月
十
五
日
、
斗
南
の
田
名
部
に
落
ち
着
い
た
手
代
木
喜
与

が
十
一
月
に
書
い
た
手
紙
が
高
須
之
手
代
木
直
右
衛
門
の
と
こ
ろ
に
届
く
。
同
じ

頃
、
浩
之
丞
の
所
に
十
一
月
二
十
九
日
、
田
名
部
の
長
崎
幸
右
衛
門
（
胤
永
の
次

姉
の
子
）
が
書
い
た
手
紙
が
届
い
た
。
そ
れ
ら
の
手
紙
に
よ
っ
て
、
丸
山
友
吉
家

（
友
吉
は
胤
永
の
長
姉
の
子
）、
長
崎
幸
右
衛
門
家
、
津
田
省
吾
家
（
省
吾
は
胤
孝

の
姉
、
胤
永
の
兄
の
長
女
の
夫
）
は
い
ず
れ
も
田
名
部
に
移
住
、
秋
月
胤
永
家
の

家
族
は
、
長
崎
家
と
同
居
し
て
い
る
。

友
吉
、
幸
右
ヱ
門
、
津
田
圧
吾
何
れ
も
田
名
部
住
の
由
に
て
、
小
子
家
族

は
長
崎
へ
同
居
の
事
に
申
遣
候
。
御
渡
方
至
少
に
て
難
渋
に
御
座
候
得
共
、

皆
々
手
仕
事
精
出
し
何
か
と
た
べ
つ
ゞ
き
候
様
子
に
御
座
候
。

と
あ
っ
て
、
給
付
が
少
な
い
中
で
や
り
く
り
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

問
題
は
、
母
（
胤
孝
家
）
と
三
郎
家
で
あ
る
。

若
松
居
残
の
儀
、
如
何
様
な
る
決
議
に
て
候
か
。
四
郎
右
ヱ
門
遣
候
御
趣
に

て
は
、
帰
農
相
願
候
て
も
不
二
相
叶
一
、
依
て
御
か
ゝ
様
御
姉
様
御
病
気
に

て
は
、
貴
所
夫
婦
御
看
病
と
し
て
逗
留
致
し
、
お
常
兄
弟
は
平
内
分
限
に
相

成
候
由
に
御
座
候
。
尤
四
郎
右
ヱ
門
も
帰
農
同
意
の
様
子
に
相
見
候
へ
共
小

子
愚
存
は
少
し
、
相
違
い
た
し
候
条
打
明
し
て
申
述
候
。

四
郎
右
衛
門
（
胤
永
）
は
、
帰
農
願
い
を
出
し
て
も
通
ら
な
い
の
で
、
と
り
あ

え
ず
母
の
看
病
の
た
め
三
郎
家
が
残
り
、
弟
と
妹
は
平
内
家
に
預
け
る
と
い
っ
て

い
る
そ
う
だ
が
自
分
は
反
対
だ
。
そ
う
断
言
し
た
彼
は
、
以
下
主
家
と
丸
山
家
の

関
係
を
る
る
解
き
明
か
す
。

抑
、
丸
山
家
一
族
の
義
は
、
土
津
様
以
来
御
奉
公
申
上
、
蒙
二
大
恩
一
、

其
内
に
は
信
州
以
来
御
奉
公
申
上
候
輩
も
不
レ
少
其
末
に
生
れ
候
私
共
に
於

て
は
各
々
御
祖
先
方
の
御
奉
公
被
レ
成
候
御
遺
意
を
奉
じ
太
平
の
御
恩
沢
に

浴
て
御
礼
と
い
へ
、
こ
の
近
年
御
難
儀
に
被
レ
為
レ
至
候
御
場
合
に
は
尚
以

死
力
を
尽
し
い
づ
く
迄
も
御
供
仕
、
幾
十
年
を
経
候
後
に
て
も
御
両
公
様
御

精
忠
あ
ら
は
れ
さ
せ
、
雲
霧
開
け
候
様
尽
力
仕
度
志
願
に
候
。
一
身
に
て
行

届
兼
候
は
ゞ
子
に
及
ぼ
し
孫
に
至
り
候
て
も
こ
の
義
貫
き
候
様
い
た
し
度
存

候
。
今
日
の
身
上
せ
ん
方
な
く
、
依
て
は
浩
之
丞
な
り
浩
次
な
り
万
分
の
一

も
微
志
を
継
度
最
中
の
尽
力
に
御
座
候
。
然
る
に
四
郎
右
ヱ
門
は
東
京
修
行
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京
で
不
慮
の
事
故
に
で
も
遭
う
と
、
斗
南
藩
に
は
本
家
の
血
統
が
絶
え
る
こ
と
に
な

る
。
そ
う
な
っ
て
か
ら
丑
彦
を
取
り
立
て
て
下
さ
い
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
。
三
郎
が
土
津
公
の
墓
所
近
く
に
い
て
先
祖
の
墓
を
守
り
土
津
公
の

墓
に
お
参
り
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
構
だ
が
、
先
に
述
べ
た
こ
と
に
は
及
ば
な

い
。
利
害
得
失
の
観
点
か
ら
言
っ
て
も
、
移
住
が
最
善
の
選
択
だ
。
多
少
な
り
と
も

扶
持
米
は
も
ら
え
る
。
斗
南
は
広
い
原
野
が
続
く
が
、
利
便
性
に
富
み
、
物
産
も
多

い
し
、
良
港
も
あ
る
。
近
く
に
は
交
易
の
盛
ん
な
箱
館
も
あ
る
。
政
策
を
立
て
て
二

十
年
も
努
力
す
れ
ば
、
若
松
時
代
よ
り
も
士
気
盛
ん
で
国
力
を
高
ま
る
。
自
分
と
し

て
は
、牛
沢
の
分
家
に
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
も
ら
い
、開
拓
の
師
範
に
な
っ
て
も
ら
っ

て
、
丸
山
一
族
の
村
を
作
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
三
郎

は
斗
南
は
未
開
の
荒
れ
地
と
思
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
実
際
に
現
地
を

見
て
い
る
か
ら
よ
く
分
か
る
。
私
の
気
持
ち
を
と
り
あ
え
ず
言
っ
て
み
た
。
そ
ち
ら

に
は
も
っ
と
深
い
仔
細
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
帰
農
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
の
は
幸
い
だ
。
手
紙
が
着
い
た
ら
す
ぐ
に
で
も
移
住
の
準
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

昨
今
は
人
馬
の
賃
料
、
物
価
も
高
騰
し
て
い
る
折
柄
自
力
で
は
引
っ
越
し
出
来
な
い

だ
ろ
う
か
ら
、
あ
り
合
わ
せ
の
金
を
差
し
上
げ
よ
う
。

分
家
の
平
内
家
と
は
、
胤
永
の
祖
父
胤
道
の
末
弟
平
内
胤
重
の
子
胤
興
の
こ
と

で
あ
る
。
胤
重
は
、
藩
政
時
代
の
文
政
年
間
坂
下
組
勝
方
村
を
開
拓
し
て
一
家
を

成
し
た
人
物
で
あ
る
。
胤
永
は
遠
い
流
刑
地
に
あ
り
な
が
ら
、
一
族
の
中
の
開
拓

経
験
者
を
迎
え
て
二
十
年
が
か
り
で
新
天
地
で
の
成
功
を
目
指
す
と
い
う
、
遠
大

な
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
る
。

後
年
、
安
積
開
拓
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
に
も
、
一
族
を
あ
げ
て
移
住

す
る
と
い
う
具
体
的
な
計
画
案
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
に
見

ら
れ
る
農
本
主
義
的
発
想
は
、
彼
の
思
想
の
根
幹
に
触
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

こ
の
計
画
に
先
だ
つ
も
の
は
金
、
自
分
の
現
在
も
っ
て
い
る
有
り
金
を
醵
出
す

る
か
ら
と
言
う
と
こ
ろ
に
、
彼
の
現
実
的
な
姿
勢
が
見
え
て
く
る
。

に
て
居
残
、
丑
彦
は
平
内
分
限
と
な
り
、
若
松
へ
居
残
り
候
て
は
万
一
四
郎

右
ヱ
門
東
京
修
行
不
慮
の
事
も
出
来
候
は
ゞ
斗
南
藩
に
は
御
本
家
の
血
統
相

絶
候
事
に
相
至
り
申
間
敷
や
。
万
一
の
事
有
レ
之
候
後
に
至
り
不
行
届
の
丑

彦
等
御
召
仕
被
レ
下
候
様
願
上
候
も
恐
れ
多
き
次
第
、
且
は
相
叶
申
間
敷
か

と
も
被
レ
存
候
。
当
時
御
祖
先
以
来
の
御
墓
側
に
御
逗
留
被
レ
成
、
土
津
様

以
来
の
御
墓
拝
も
出
来
事
、
こ
の
義
結
構
に
は
御
座
候
へ
共
前
条
に
は
難
レ

替
様
に
御
座
候
。
且
以
二
得
失
利
害
一
よ
り
申
候
て
も
移
住
候
得
ば
、
第
一

節
義
の
相
立
候
而
己
な
ら
ず
三
合
な
り
二
合
な
り
被
二
下
置
一
、
又
同
所
は

極
め
て
曠
莫
の
地
に
て
山
海
の
利
便
と
も
に
有
レ
之
、
物
産
は
数
多
有
レ
之
、

そ
の
御
支
配
中
に
は
安
渡
の
港
な
る
比
類
少
き
良
港
有
レ
之
、
程
近
く
し
て

箱
舘
交
易
場
所
も
有
レ
之
よ
ろ
し
く
政
数
を
施
し
二
十
年
間
も
精
を
出
し
候

は
ゞ
士
馬
の
精
強
、
国
家
の
富
貴
遥
か
旧
封
に
勝
り
候
様
に
も
相
至
り
可
レ

申
候
。
依
て
兼
て
の
愚
意
は
、牛
沢
の
分
家
同
伴
い
た
し
開
拓
の
師
範
と
し
、

丸
山
一
党
別
に
村
落
出
来
候
は
ゞ
可
然
杯
存
居
候
。
乍
レ
去
貴
様
方
始
未
聞

不
見
の
場
所
故
、
斗
南
の
地
は
如
何
な
る
鬼
が
島
と
も
被
レ
存
候
半
、
幸
ひ

小
子
は
一
見
致
候
事
故
斯
く
も
存
寄
り
相
立
事
に
御
座
候
。
然
る
に
右
は
全

く
愚
な
る
了
簡
打
明
し
て
申
候
得
共
如
何
な
る
深
意
又
は
後
の
慮
り
も
難
レ

計
候
得
共
政
府
向
都
合
相
整
候
は
ゞ
幸
に
帰
農
不
二
相
叶
一
事
と
云
へ
今
日

よ
り
に
て
も
移
住
候
方
も
可
レ
然
と
奉
レ
存
候
。
就
て
も
此
節
柄
人
馬
賃
料

高
く
諸
色
同
段
容
易
な
る
事
に
て
は
自
分
引
越
し
出
来
申
間
敷
候
に
付
御
加

勢
と
し
て
有
合
の
金
さ
し
上
申
候
。

丸
山
家
は
土
津
公
以
来
の
家
臣
で
あ
る
。
こ
の
度
の
国
難
で
は
、
死
力
を
尽
く
し

て
奉
公
し
、
ど
こ
ま
で
も
付
き
従
っ
て
容
保
、
容
大
両
公
の
誠
忠
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
尽
力
し
た
い
。
一
代
で
そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
子
々
孫
々
ま
で
こ
の
義
を
貫
き
た

い
。
自
分
の
今
の
身
の
上
で
は
そ
れ
が
叶
わ
な
い
か
ら
、
浩
之
丞
で
も
浩
次
で
も
万

分
の
一
で
も
継
い
で
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
な
の
に
本
家
の
長
男
胤
孝
は
東
京
に
留
学
、

弟
の
丑
彦
は
分
家
預
か
り
で
若
松
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
万
一
胤
孝
が
東
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彼
は
現
在
内
々
の
手
持
ち
の
金
を
四
十
両
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
以

前
京
都
所
司
代
を
務
め
た
酒
井
若
狭
守
忠
義
や
そ
の
家
中
の
人
た
ち
か
ら
与
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
す
べ
て
を
差
し
上
げ
た
い
。
斗
南
の
我
が
家
は
自

分
が
こ
う
い
う
状
態
で
浩
之
丞
も
も
う
数
年
は
留
学
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
妻
と
子

供
し
か
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
二
十
両
は
三
郎
の
引
っ
越
し
の
費
用
と
し
、
残
り

の
二
十
両
は
母
子
の
将
来
の
た
め
、
友
吉
、
幸
右
衛
門
に
頼
ん
で
植
え
付
け
な
ど

の
農
作
業
、
あ
る
い
は
何
か
の
商
い
の
元
手
に
す
る
と
よ
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
浩
之
丞
は
四
十
両
す
べ
て
を
三
郎
に
渡
し
た
ら
、
そ
ち
ら
で
う
ま
く
取
り
計

ら
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
ど
ち
ら
で
も
い
い
、
三
郎
の
考
え
に
任
せ
た

い
。
引
っ
越
し
の
費
用
と
し
て
す
べ
て
使
っ
て
も
い
い
し
、
余
れ
ば
先
に
い
っ
た

よ
う
に
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
。
三
郎
が
移
住
し
た
後
、「
商
法
、
開
拓
、
植
付
等

生
産
積
金
の
道
」
に
考
え
が
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
で
懇
意
に
な
っ
た
知
り
合
い
か
ら

借
り
て
や
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
別
に
ふ
か
い
思
案
が
あ
っ
て
残
留
す
る
と
い
う

こ
と
な
ら
ば
、二
十
両
は
母
の
酒
肴
代
に
し
て
も
ら
い
た
い
。そ
の
内
胤
孝
も
帰
っ

て
来
た
ら
斗
南
に
行
く
だ
ろ
う
か
ら
、
今
か
ら
長
屋
で
も
何
で
も
彼
の
住
ま
い
の

準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
も
し
私
が
許
さ
れ
た
と
し
て

も
、
完
全
に
自
由
に
は
な
ら
ず
、
家
は
引
き
渡
し
他
家
預
け
と
い
う
い
う
ぐ
ら
い

だ
ろ
う
。左

す
れ
ば
若
松
へ
参
候
事
相
成
間
敷
と
過
慮
致
事
に
御
座
候
に
、
帰
農
抔

と
て
大
小
も
な
く
、
小
さ
く
な
っ
て
居
候
よ
り
、
斗
南
へ
引
移
し
天
晴
れ
な

る
立
派
な
る
士
族
と
な
り
、
手
広
き
土
地
を
壱
尺
で
な
り
壱
間
づ
つ
な
り
掘

り
起
し
候
方
、
一
労
永
逸
の
道
に
は
有
二
御
座
一
間
敷
や
。
乍
レ
去
少
し
計
の

金
子
を
さ
し
上
、
正
大
な
る
事
を
申
上
候
て
も
事
実
行
届
兼
候
義
難
レ
計
候

間
、
義
理
と
人
情
と
貴
所
の
力
と
金
の
多
少
と
を
懸
け
計
り
て
出
来
候
だ
け

に
被
レ
下
度
、
小
子
一
応
斯
く
申
送
り
候
と
て
無
算
の
処
置
は
決
し
て
被
レ

成
間
敷
、
何
に
も
貴
様
事
始
終
御
か
ゝ
様
へ
御
附
添
の
事
故
誠
に
安
心
い
た

し
候
。
御
大
老
に
被
レ
為
レ
入
候
得
ば
一
日
も
御
気
楽
被
レ
遊
候
様
祈
上
候
。

そ
う
な
る
と
若
松
に
は
戻
れ
ま
い
。
帰
農
な
ど
と
い
っ
て
大
小
も
さ
さ
ず
、
小
さ

く
な
っ
て
い
る
よ
り
も
、
斗
南
で
立
派
な
士
族
と
し
て
、
広
い
土
地
を
一
尺
ず
つ
で

も
一
間
ず
つ
で
も
開
墾
地
を
広
げ
て
い
く
の
が
、
一
時
は
苦
労
で
も
長
い
安
楽
の
元

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
少
し
ば
か
り
の
金
を
出
し
て
正
論
を
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

が
通
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
義
理
、
人
情
、
自
分
の
力
、

金
の
必
要
性
を
秤
に
か
け
て
出
来
る
こ
と
を
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
。
三
郎
は
始
終
母

に
付
き
添
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
点
は
安
心
し
て
い
る
。
ず
い
ぶ
ん
の
年
だ

か
ら
、
と
に
か
く
母
が
気
楽
に
出
来
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

条
理
を
尽
く
し
た
内
容
だ
が
、
自
力
で
土
地
を
開
拓
し
て
士
族
と
し
て
再
出
発

し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
は
し
ば
し
に
武
士
と
い
う
身
分
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
う

か
が
わ
れ
る
の
が
興
味
深
い
。

若
松
を
離
れ
た
新
天
地
で
の
武
士
と
し
て
の
再
出
発
が
彼
の
本
意
だ
っ
た
。

五
七
月
十
四
日
、
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
斗
南
藩
は
斗
南
県
と
な
っ
た
。
こ
の
時
各

藩
の
旧
藩
主
は
東
京
移
住
を
命
じ
ら
れ
た
。
七
月
二
十
日
、
松
平
容
保
、
喜
徳
が

田
名
部
に
到
着
し
た
が
、
こ
の
命
令
を
受
け
て
八
月
二
十
五
日
、
松
平
容
保
、
喜

徳
、
容
大
ら
旧
藩
主
の
一
族
は
斗
南
を
離
れ
て
、
東
京
に
移
っ
た
。
前
年
名
古
屋

藩
と
合
併
し
た
高
須
藩
で
は
、
名
古
屋
県
権
知
事
の
松
平
義
生
が
八
月
一
日
、
前

藩
主
の
義
勇
は
そ
れ
よ
り
遅
れ
て
九
月
十
六
日
高
須
を
出
発
し
た
。
こ
の
間
、
八

月
九
日
に
は
、
斬
髪
、
廃
刀
の
許
可
令
が
出
さ
れ
る
な
ど
世
情
は
激
変
し
て
い
た
。

こ
の
当
時
、
高
須
藩
永
預
け
だ
っ
た
秋
月
、
手
代
木
の
身
柄
の
取
り
扱
い
が
問
題

と
な
り
、
高
須
か
ら
名
古
屋
へ
の
移
送
が
内
々
検
討
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
、
秋
月
は
即
座
に
反
応
し
た
。

九
月
一
日
付
け
で
三
郎
宛
に
出
し
た
手
紙
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

る
。
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九

先
便
で
は
斗
南
へ
の
移
住
を
勧
め
、
四
十
両
を
入
れ
た
手
紙
を
そ
ち
ら
に
送
っ

た
。
な
か
な
か
都
合
の
よ
い
伝
手
が
な
か
っ
た
が
や
っ
と
見
つ
か
っ
た
と
佐
瀬
が

言
っ
て
き
た
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
着
い
て
い
る
と
思
う
。

　

右
斗
南
表
へ
御
引
移
し
の
義
に
御
座
候
処
、
先
達
中
大
御
変
革
に
て
諸
藩

被
レ
為
レ
廃
、
知
事
君
臣
の
形
も
絶
て
被
レ
免
候
上
は
、
東
京
の
御
住
居
と
被

レ
為
レ
成
、
最
早
君
臣
の
形
も
絶
え
斗
南
へ
御
移
し
被
レ
遊
候
と
て
も
、
上
様

は
不
レ
被
レ
為
レ
入
、
誠
に
詮
な
き
事
に
相
成
、
却
て
若
松
に
は
土
津
様
代
々

の
御
墓
所
も
あ
り
、
御
先
祖
以
来
の
墓
地
あ
り
、
左
す
れ
ば
今
日
と
相
成
候

て
は
其
御
地
へ
程
よ
く
御
永
住
の
御
都
合
被
レ
遊
候
方
よ
ろ
し
き
と
存
上

候
。
私
事
御
赦
し
を
蒙
り
候
と
て
も
必
斗
南
へ
参
る
と
申
事
も
難
レ
計
奉
レ

存
候
。
依
て
さ
し
上
候
四
十
両
金
は
何
卒
御
地
永
住
の
本
手
の
足
し
、
又
は

御
か
ゝ
様
御
雑
用
の
足
し
に
被
レ
遊
被
レ
下
度
願
上
候
。

斗
南
移
住
の
件
だ
が
、
最
近
の
大
変
革
で
藩
が
廃
止
さ
れ
、
知
事
君
臣
の
関
係
も

な
く
な
り
（
任
免
が
中
央
政
府
の
権
限
に
な
っ
た
）
旧
藩
主
は
東
京
住
ま
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
な
っ
て
み
る
と
、
斗
南
に
移
住
し
て
も
主
君
が
不

在
で
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
逆
に
若
松
に
は
、
藩
公
代
々
の
廟
や
、
先
祖
代
々

の
墓
が
あ
る
。
今
と
な
っ
て
は
そ
こ
に
永
住
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
自
分
も

も
し
許
さ
れ
た
と
し
て
も
斗
南
に
行
く
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
先
に
送
っ

た
四
十
両
は
、
そ
ち
ら
で
の
永
住
の
元
手
の
足
し
、
母
の
雑
費
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

時
代
の
変
化
に
即
し
て
対
応
を
即
座
に
変
え
る
、
秋
月
の
思
考
の
流
れ
が
よ
く

分
か
る
。
主
君
が
い
な
け
れ
ば
斗
南
に
行
っ
て
も
し
か
た
が
な
い
。
自
分
が
許
さ

れ
て
も
そ
こ
に
行
く
か
ど
う
か
と
、
春
に
語
っ
た
こ
と
と
は
全
く
違
う
対
処
法
を

考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
言
葉
に
続
け
て
彼
は
、
斗
南
の
家
族
に
は
既
に
相
応
の
金
子
が
送
っ
て
あ

る
か
ら
、
心
配
に
は
及
ば
な
い
、
丑
彦
も
お
い
お
い
修
行
し
て
若
松
で
身
を
立
て

る
だ
ろ
う
し
、
三
郎
家
に
男
の
子
が
生
ま
れ
た
ら
そ
の
子
も
一
家
を
成
す
、
そ
う

な
れ
ば
牛
沢
の
分
家
を
あ
わ
せ
る
と
本
家
（
胤
孝
家
）
に
対
し
て
三
家
の
分
家
が

出
来
る
、
ご
先
祖
様
に
対
し
て
も
、
亡
き
兄
胤
道
に
対
し
て
も
申
し
訳
が
立
つ
。

自
分
も
喜
ば
し
い
と
い
う
。

そ
こ
か
ら
空
想
は
さ
ら
に
ふ
く
ら
み
、

総
て
不
和
な
る
事
は
和
漢
古
今
の
常
に
婦
人
よ
り
起
り
候
間
、
乍
レ
憚
御

姉
様
三
郎
妻
抔
別
し
て
心
配
被
レ
成
度
と
存
候
。

と
下
世
話
な
心
配
ま
で
し
て
し
ま
う
。
苦
労
人
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
と

云
え
よ
う
か
。

六
彼
ら
の
囚
居
へ
は
、
高
須
藩
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

訪
れ
て
幕
末
維
新
時
の
秋
月
や
手
代
木
の
実
見
談
を
聞
い
た
り
、
時
勢
を
談
じ
た

り
し
、
さ
ら
に
は
詩
文
の
揮
毫
を
求
め
た
。

明
治
三
年
一
月
、
信
州
領
の
代
官
に
任
命
さ
れ
た
森
井
直
衛
に
「
送
権
少
参
事

森
井
君
赴
信
州
竹
佐
序
」
を
贈
っ
て
、
治
政
の
要
点
を
説
い
た
こ
と
は
前
稿
に
記

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二
月
に
は
、
尾
張
有
松
在
住
の
阿
籟
竹
田
の
米
寿
を
祝
う
「
序
」
を
書
い
た
。

息
子
篁
屋
が
、
祝
宴
を
開
く
か
ら
と
わ
ざ
わ
ざ
依
頼
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
父

も
息
子
も
竹
に
ち
な
ん
だ
雅
号
を
持
つ
、
ね
っ
か
ら
の
竹
好
き
で
あ
る
。

祝
辞
が
ほ
し
い
と
い
う
の
で
、
囚
人
で
あ
る
自
分
が
書
く
の
は
ど
う
か
と

思
っ
た
。
自
分
の
親
の
寿
を
祝
う
こ
と
も
出
来
て
い
な
い
上
に
、
と
ら
わ
れ

の
身
で
あ
る
。
慶
応
年
間
に
は
蝦
夷
に
い
て
熊
や
ク
ジ
ラ
に
驚
か
さ
れ
、
凍

傷
が
起
き
る
よ
う
な
酷
寒
の
な
か
を
京
都
に
向
か
っ
た
。
京
都
で
は
暗
殺
者

に
何
度
も
狙
わ
れ
、伏
見
の
戦
い
で
は
死
を
覚
悟
し
た
。
戊
辰
の
戦
い
で
は
、

籠
城
し
て
砲
煙
弾
雨
数
十
日
、
開
城
後
罪
せ
ら
れ
た
が
、
死
は
免
れ
た
。
こ

ん
な
自
分
の
半
生
を
顧
み
て
こ
う
い
う
経
歴
の
人
間
が
長
寿
を
祝
う
文
章
を

書
く
の
も
悪
く
は
な
い
か
と
思
っ
て
執
筆
し
た
。
も
し
万
一
許
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
改
め
て
有
松
を
訪
ね
て
、
祝
い
の
杯
を
挙
げ
た
い
。
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一
〇

お
お
よ
そ
こ
ん
な
内
容
で
あ
る
。
川
田
甕
江
は
こ
の
文
章
に
、
こ
ん
な
コ
メ
ン

ト
を
し
て
い
る
。　

昔
人
云
。
文
以
気
爲
主
。
作
者
遭
遇
変
故
。
百
折
不
撓
。
浩
気
溢
於
楮
墨
。

不
求
工
而
工
自
至
。
与
所
謂
文
人
衒
才
售
各
者
。
逈
乎
異
其
撰
。

ま
た

一
句
承
上
起
下
、
筆
力
万
鈞
、

と
も
い
い
、

竪
説
横
説
、
正
言
反
言
、
使
読
者
不
覚
複
筆
之
可
厭
、
妙
甚
、

さ
ら
に殺

気
倐
収
、
瑞
雲
満
城
、
一
篇
寿
序
可
以
充
明
治
中
興
頌
、

と
称
賛
し
て
い
る
。

古
人
が
、
文
章
の
基
本
は
「
気
」
だ
と
い
う
よ
う
に
、
作
者
は
、
境
遇
の
変
化
に

も
負
け
ず
、
浩
然
の
気
が
溢
れ
て
い
る
。
工
夫
し
て
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。
文
人

を
て
ら
う
よ
う
な
作
と
は
質
が
違
う
。
詩
句
に
は
力
が
あ
り
、
条
理
を
尽
く
し
た
文

言
で
、
自
然
に
俗
気
が
な
く
な
り
、
瑞
祥
が
満
ち
る
。
明
治
を
代
表
す
る
名
文
だ
。

同
じ
頃
作
っ
た
『
韋
軒
遺
稿
』
未
収
録
の
詩
が
あ
る
。

　
　
　

庚
午
春
日
所
作

百
戦
雖
期
死　
　

 

百
戦
死
を
期
す
と
い
え
ど
も

瓦
全
思
首
丘　
　

瓦
全
首
丘
を
思
う　

八
十
猶
有
母　
　

八
十
の
母
な
お
あ
り

三
歳
奈
為
囚　
　

三
歳
い
か
ん
せ
ん
囚
と
な
る　
　

満
目
春
光
動　
　

 

満
目
春
光
動
き

長
空
応
語
愁　
　

長
空
ま
さ
に
愁
い
を
語
る
べ
し

故
園
絶
消
息　
　

故
園
消
息
絶
え

心
事
与
誰
謀　
　

心
事
誰
と
共
に
語
ら
ん

首
丘　
「
礼
記
檀
弓
上
」
よ
り
。
狐
が
死
ぬ
時
に
は
、
そ
の
首
を
も
と
す
ん
で
い
た

丘
の
方
へ
向
け
る
こ
と
か
ら
〕
も
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
,
故
郷
を
思
う
こ
と

の
た
と
え
。　

瓦
全　

何
も
し
な
い
で
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
こ
と
。

虜
囚
の
悲
哀
が
溢
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

同
じ
頃
桑
名
か
ら
月
岡
君
が
来
訪
し
た
。

「
春
日
喜
桑
名
月
岡
君
訪
。
賦
贈
。
兼
似
小
寺
山
脇
諸
賢
。」

こ
こ
で
も
詩
作
が
あ
り
、
似
韻
が
あ
る
。
広
沢
君
と
永
岡
君
は
来
訪
し
た
の
か

詩
の
や
り
と
り
か
、「
贈
広
沢
君
。
兼
似
永
岡
小
出
二
君
。」
と
い
う
作
品
も
あ
る
。

三
河
吉
田
藩
藩
儒
で
、
幕
末
に
は
勤
王
の
志
士
と
し
て
朝
廷
よ
り
国
事
掛
に
任

命
さ
れ
て
い
た
小
野
湖
山
の
出
身
地
は
、
吉
田
藩
の
飛
び
領
地
が
あ
っ
た
近
江
国

浅
井
郡
高
畑
村
（
現
滋
賀
県
長
浜
市
高
畑
）
で
あ
る
。
維
新
後
新
政
府
の
総
裁
局

権
参
事
、
記
録
局
主
任
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
故
郷
の
高
畑
に
帰
っ
て

き
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、明
治
三
年
五
月
高
須
の
秋
月
に
連
絡
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

湖
山
先
生
吾
旧
識
。
又
嘗
相
逢
於
京
師
。
吾
以
己
巳
之
年
見
放
于
高
須
。
有

所
感
輙
詩
之
。
積
成
巻
。
以
与
先
輩
居
相
近
。
欲
乞
其
正
。
亦
恐
楚
囚
或
累

先
輩
。
已
而
先
輩
乃
見
需
吾
詩
。
不
堪
感
喜
。
因
賦
一
律
以
贈
。
庚
午
仲
夏
。

旧
知
の
湖
山
に
配
所
で
作
っ
た
詩
を
み
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
囚

人
の
立
場
で
は
迷
惑
が
か
か
る
と
遠
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
彼
の
方
か
ら
詩
が
ほ

し
い
と
い
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
前
書
き
の
あ
る
詩

が
あ
る
。

京
洛
翺
翔
彼
一
時
。
時
移
万
死
復
何
辞
。

如
椽
揮
筆
玄
渓
夕
。
動
壁
談
懐
鴨
水
湄
。

竄
配
豈
図
今
尚
記
。
風
流
元
是
久
相
思
。

当
年
詩
社
半
黄
土
。
欲
贈
新
詩
涙
作
絲
。

こ
ん
な
や
り
と
り
を
し
て
い
る
間
に
は
、「
秋
涼
閑
臥
」「
聞
虫
」「
初
冬
」「
看

楓
」「
小
春
郊
行
」
な
ど
の
自
然
詠
も
作
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
初
冬
」
は
、

濃
州
十
月
着
単
衣
。
晴
暖
此
時
思
浴
沂
。

誰
料
故
山
降
雪
日
。
菊
花
楓
稟
弄
秋
暉
。
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一
一

と
、
前
年
十
二
月
に
、「
故
郷
今
日
或
見
雪
。
朝
起
有
時
寒
凛
烈
。
此
日
此
郷
暖

如
烘
。」
と
歌
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
素
直
に
現
在
の
境
遇
を
故
郷
の
季
節
感
と

比
較
し
て
い
る
。

高
須
藩
士
と
の
や
り
と
り
で
は
、
山
田
順
蔵
、
長
坂
梧
陵
に
陶
淵
明
の
詩
情
を

通
わ
せ
、「
夜
間
落
葉
」
に
抒
情
す
る
な
ど
、
し
み
じ
み
と
し
た
心
境
を
吐
露
す

る
詩
も
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
、
高
須
藩
知
事
の
松
平
義
生
も
、
秋
月
に
詩
を
所
望
し
た
。
喜
ん

だ
彼
は
、

　
　
　

知
事
公
辱
徴
胤
永
詩
。
胤
永
拙
於
詩
。
特
製
之
以
奉
謝
隆
恩
。

敗
余
潦
倒
亦
忘
愁
。
偏
頼
明
公
礼
意
優
。

経
国
唯
須
原
道
徳
。
英
姿
尤
仰
富
春
秋
。

正
欽
仁
政
問
民
瘼
。
豈
料
恩
波
及
楚
囚
。

車
馬
声
音
聞
亦
喜
。
多
年
卵
翼
曷
能
酬
。

敗
残
の
落
ち
ぶ
れ
た
境
遇
に
い
て
、
愁
い
を
忘
れ
て
い
る
。　

ひ
と
え
に
名
君
の
礼

遇
を
頼
み
に
し
て
い
る
。経
国
の
基
は
道
徳
だ
。知
事
公
の
英
姿
は
、未
来
が
明
る
い
。

仁
政
を
敬
い
、
民
の
苦
し
み
を
問
う
。
恩
波
が
、
囚
人
に
ま
で
及
ぼ
う
と
は
。
車
馬

の
音
は
喜
び
に
溢
れ
て
い
る
。
長
年
の
育
成
に
、
み
ご
と
に
答
え
て
い
る
よ
う
だ
。

と
最
大
限
の
謝
意
を
表
し
た
。

七
高
須
藩
に
古
田
迪
庵
と
い
う
人
物
が
い
た
。
秋
月
手
代
木
の
二
人
が
高
須
に
配

流
さ
れ
た
後
、
彼
は
二
人
の
囚
居
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
訪
れ
酒
杯
を
挙
げ
て
親
交
を
深

め
て
い
た
。
迪
庵
は
、
実
名
達
知
、
通
称
左
門
、
寛
政
五
年
馬
廻
に
召
し
出
さ
れ

て
後
、
小
姓
、
奥
御
番
、
目
付
、
物
頭
格
を
歴
任
、
江
戸
の
書
家
市
河
米
庵
門
下

と
し
て
書
に
す
ぐ
れ
、
こ
の
当
時
は
藩
主
義
生
の
書
道
指
南
を
務
め
て
い
た
。
松

平
義
建
の
次
男
秀
之
助
（
後
の
徳
川
慶
勝
）
の
傅
役
を
務
め
て
お
り
、『
慶
勝
公

履
歴
附
録
』
に
は
、「
此
人
沈
黙
に
て
書
画
篆
刻
等
の
技
芸
有
り
。
忠
実
無
二
に

て
能
く
公
の
心
を
得
た
り
。」
と
あ
る
。
慶
勝
の
傅
役
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
江

戸
四
ッ
谷
の
高
須
藩
上
屋
敷
に
常
駐
し
て
い
た
か
ら
、
弟
の
容
保
が
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
会
津
藩
第
八
代
藩
主
容
敬
の
養
子
と
な
り
、
和
田
倉
門
内
、
会
津

松
平
家
上
屋
敷
に
移
る
ま
で
は
、古
田
は
容
保
に
と
っ
て
も
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。

物
事
に
拘
泥
し
な
い
ふ
と
こ
ろ
の
深
い
人
物
と
し
て
、
秋
月
、
手
代
木
と
は
肝

胆
相
照
ら
す
中
に
な
っ
て
お
り
、
手
代
木
は
、
高
須
に
来
た
当
初
か
ら
彼
に
書
を

習
っ
て
い
た
。

　
　
　

喜
健
杯
歌
并
引                    

己
巳
之
秋
。
余
与
手
代
木
勝
任
同
見
放
於
高
須
。
勝
任
受
書
法
於
本
藩
迪
庵

古
田
先
生
。
而
其
所
取
於
先
生
不
独
書
法
也
。
故
毎
先
生
来
。
輙
置
酒
。
先

生
惇
篤
欵
接
。
胸
無
城
府
。
使
人
消
鄙
吝
之
心
。
以
其
嘗
侍
我
祐
堂
公
。
特

書
文
天
祥
正
気
歌
。
因
胤
永
等
以
獻
焉
。
蓋
有
意
也
。

明
治
二
年
の
秋
、
私
と
手
代
木
氏
と
は
高
須
に
追
放
さ
れ
た
。
手
代
木
氏
は
高
須

藩
の
古
田
迪
庵
に
書
法
を
教
授
さ
れ
て
い
た
が
、
教
え
を
受
け
る
の
は
書
法
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
。
先
生
が
囚
居
を
訪
問
さ
れ
る
た
び
に
私
た
ち
は
、
酒
を
準
備
し
て

待
っ
た
。
先
生
は
人
情
に
厚
く
、
懇
ろ
に
対
応
さ
れ
る
。
心
中
は
平
静
で
分
け
隔
て

な
く
、
人
に
け
ち
く
さ
い
考
え
を
起
こ
さ
せ
な
い
。
先
生
は
か
つ
て
祐
堂
公
（
松
平

容
保
）
に
近
侍
し
た
こ
と
が
あ
り
、
特
別
に
文
天
祥
の
正
気
の
歌
を
書
し
た
の
で
、

私
た
ち
が
そ
れ
を
献
じ
た
。
こ
れ
に
は
公
に
対
す
る
あ
る
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。

公
乃
贈
国
歌
一
章

歌
曰
。
須
古
也
加
仁
阿
利
登
志
喜
久
毛
宇
礼
之
幾
尼
与
魯
孤
備
楚
扶
留
布

天
濃
安
刀
賀
奈
。

与
其
所
常
用
酒
杯
。
先
生
感
喜
。
一
日
齎
杯
与
酒
肴
来
飲
。
勝
任
曰
。
請
取

歌
意
以
喜
健
為
杯
名
如
何
。
曰
善
。
胤
永
乃
作
長
句
以
贈
之
。
庚
午
閏
十
月

二
日
也
。

公
は
、
和
歌
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一
二

す
こ
や
か
に　

あ
り
と
し
聞
く
も　

嬉
し
き
に　

喜
び
添
ふ
る　

筆
の
跡
か
な

に
、
ふ
だ
ん
づ
か
い
の
酒
杯
を
添
え
て
贈
ら
れ
た
。
先
生
は
大
喜
び
、
あ
る
日
杯
と

酒
肴
を
携
え
て
訪
れ
た
。
手
代
木
氏
曰
く
、
歌
の
意
を
と
っ
て
喜
健
杯
と
名
付
け
ま

し
ょ
う
、
と
。
そ
れ
は
い
い
。
私
は
そ
こ
で
長
詩
を
作
っ
て
先
生
に
贈
っ
た
。
明
治

三
年
閏
十
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

挙
之
挙
之
又
挙
之
。
一
日
須
飲
三
百
杯
。
小
物
寓
情
小
亦
大
。
恩
賜
遠
自

帝
州
来
。
先
生
得
之
如
拱
璧
。
不
独
自
挙
又
勧
客
。
又
能
携
之
訪
謫
居
。
拝

酌
深
感
公
手
沢
。
先
生
有
徳
嘗
侍
公
。
公
忠
諒
似
先
生
風
。
培
根
多
年
支
已

達
。
至
今
吾
輩
仰
其
功
。
我
公
忠
諒
又
沈
正
。
徳
之
与
才
皆
発
政
。
王
室
如

嘗
護
之
。
羣
牧
陣
門
来
聴
命
。
即
今

里
極
艱
難
。
亦
是
楽
命
所
遇
安
。

世
間
何
物
能
相
比
。
樹
有
松
柏
草
有
蘭
。
維
時
庚
午
冬
十
月
。
有
酒
有
肴
興

何
竭
。
挙
之
想
公
又
消
愁
。
神
魂
欲
飛
記
蓊
勃
。
明
公
不
忘
廿
年
契
。
報
之

以
之
有
故
哉
。
自
今
千
寿
又
万
寿
。
誦
此
好
歌
挙
此
杯
。

　

乾
杯
、
乾
杯
、
ま
た
乾
杯
。
一
日
、
三
百
杯
で
も
飲
も
う
。
小
さ
な
物
に
大
き
な

意
味
が
あ
る
。
公
の
下
さ
っ
た
杯
は
都
か
ら
き
た
。
先
生
は
之
を
得
て
、
玉
を
捧
げ

持
つ
気
持
ち
だ
。
一
人
だ
け
で
は
な
く
、
客
に
も
勧
め
る
。
わ
ざ
わ
ざ
囚
居
に
持
っ

て
き
て
、
公
愛
用
の
手
触
り
を
感
じ
る
。
先
生
は
有
徳
の
人
で
か
つ
て
公
に
仕
え
た
。

公
の
忠
諒
は
、
先
生
に
倣
っ
た
も
の
だ
。
根
本
の
と
こ
ろ
に
そ
れ
が
生
き
て
お
り
、

私
た
ち
は
そ
れ
を
仰
ぎ
見
る
。
我
公
の
忠
諒
、
ま
た
沈
正
な
る
こ
と
、
徳
と
才
、
皆

政
に
発
し
て
い
る
。
皇
室
の
危
機
に
は
、
し
っ
か
り
お
守
り
し
た
。
多
く
の
諸
侯
が

我
公
の
命
人
之
を
得
に
や
っ
て
き
た
。
今
は
獄
裏
に
有
り
艱
難
を
き
わ
め
て
い
る
。

こ
れ
は
運
命
だ
。
世
間
の
何
か
に
比
較
出
来
る
も
の
は
な
い
。
樹
木
な
ら
松
柏
、
草

花
な
ら
蘭
、
ま
さ
に
明
治
三
年
十
月
、
酒
も
肴
も
あ
る
、
興
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。

杯
を
挙
げ
て
公
を
思
う
と
気
が
滅
入
る
。神
魂
飛
ば
ん
と
欲
し
て
記
蓊
勃
（
さ
か
ん
）。

明
公
は
二
十
年
来
の
契
り
を
忘
れ
て
い
な
い
。
文
天
祥
の
詩
を
贈
っ
た
こ
と
に
対
し

て
こ
の
返
報
、
わ
け
が
あ
る
の
だ
。
今
後
千
年
も
万
年
も
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
歌
を

誦
し
て
乾
杯
し
よ
う
。

文
天
祥
は
、
中
国
南
宋
末
期
の
政
治
家
、
軍
人
で
、
南
宋
の
三
忠
臣
（
亡
宋
の

三
傑
）
の
一
人
。
宋
が
滅
び
た
後
は
元
に
捕
ら
え
ら
れ
忽
必
烈
か
ら
何
度
も
元
に

仕
え
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が
断
っ
て
刑
死
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
浅
見
絅
斎
が
靖

献
遺
言
に
評
伝
を
載
せ
、
詩
は
幕
末
の
志
士
た
ち
に
愛
誦
さ
れ
た
。

迪
庵
は
い
つ
正
気
歌
を
容
保
に
贈
っ
た
の
か
、
事
情
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
秋
月
ら
が
獻
上
の
手
配
を
し
た
と
あ
る
か
ら
、
高
須
に
来
て
か
ら

の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
家
族
と
の
ひ
そ
か
な
通
信
に
さ
え
変
名
を
使
っ
て
い
る
と
い

う
の
に
、
旧
君
と
の
連
絡
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
た
だ
、

高
須
藩
士
と
し
て
迪
庵
が
容
保
の
と
こ
ろ
に
何
か
を
贈
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
こ
う
し
た
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
謹
慎
中
の
容
保

に
正
気
歌
を
贈
る
と
い
う
こ
と
に
格
別
の
意
味
が
あ
る
と
秋
月
は
い
う
の
で
あ

る
。

八                  

高
須
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
与
え
た
詩
の
中
に
は
、
平
重
盛
を
詠
ん
で
、
古
代
中

国
、
春
秋
時
代
の
晋
の
政
治
家
で
恭
謙
、
よ
く
諸
侯
を
統
率
し
た
范
文
子
の
名
を

出
し
た
り
、
楠
正
成
を
詠
っ
た
り
、
安
史
の
乱
の
際
、
大
軍
を
支
え
て
反
乱
を
撃

破
す
る
遠
因
を
作
っ
た
中
国
唐
の
忠
臣
、
張
巡
を
賛
美
し
た
り
と
、
歴
史
に
依
拠

し
た
詩
が
あ
る
一
方
で
、「
昨
哭
阿
嬢
今
哭
兄
。
双
影
在
目
夢
耶
幻
。」
と
弔
意
を

表
し
た
「
贈
佐
藤
君
」
と
い
う
詩
も
あ
る
。
お
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
彼
の
詩

心
が
大
き
く
動
き
始
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
年
の
十
一
月
、
養
嗣
子
浩
之
丞

が
、
先
に
見
た
よ
う
な
計
ら
い
の
下
で
、
留
学
生
と
し
て
高
須
に
や
っ
て
き
た
。

こ
の
時
胤
永
は
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
先
に
荒
川
参
政
に
贈
っ
た
「
高
須
之
郷
骨
可

埋
。
士
人
惇
篤
風
俗
佳
。」
で
始
ま
る
詩
を
彼
に
贈
っ
た
。
詩
中
の
語
句
に
一
部

異
同
が
あ
る
が
、
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。
自
分
は
こ
の
地
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
だ

と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
た
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
浩
之
丞
は
、
高
須
に
来
て
か
ら
父
に
詩
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
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一
三

古
戦
場
辺
夕
照
斜

馬
蹄
明
日
是
親
家    

無
窮
客
恨
今
宵
散

西
北
千
峰
帯
晩
霞

　
　

発
彦
根
赴
高
須
途
中

　
　

宿
関
ヶ
原
所
得　
　
　
　
　

高
須
に
は
彼
の
揮
毫
し
た
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
頃
、
信
州
の
高
須
藩
領
か
ら
高
須
に
来
て
い
た
人
た
ち
も
二
人
に
揮
毫
を

求
め
た
。
そ
の
時
の
作
品
が
、
新
野
の
歴
史
民
俗
資
料
館
に
貼
り
混
ぜ
屏
風
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
手
代
木
の
色
紙
和
歌

　

田
家
の
月

お
の
つ
か
ら
も
る
を
は

月
に
ま
か
せ
て
か

ま
ば
ら
に
み
ゆ
る
小
山
田
の
庵      　
　
　
　
　
　

と
共
に
、
秋
月
の
『
韋
軒
遺
稿
』
未
収
録
の

閑
溪
深
山
生
俊
民

尤
難
忠
孝
出
天
真

藩
侯
新
政
恩
波
遠

施
及
仁
風
頼
此
人   

と
い
う
詩
の
色
紙
も
あ
る
。
秋
月
の
作
品
は
こ
の
外
に
も
「
落
木
悲
風
暗
月
光
中
」

「
京
洛
斯
時
合
獻
謀
」
の
旧
作
が
あ
る
。
こ
の
外
松
本
健
一
に
拠
れ
ば
阿
南
町
の

旧
家
に
も
秋
月
の
軸
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
二
人
の
作
品
の
受
け
入
れ
先
の
広

が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

 九
明
治
四
年
に
な
っ
た
。
こ
の
年
の
正
月
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
父
子
そ
ろ
っ

て
年
始
礼
な
ど
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

正
月
、豊
臣
秀
吉
の
末
裔
だ
と
称
す
る
木
下
高
尚
が
、亀
の
形
に
似
た
石
を
持
っ

て
き
て
、
こ
れ
は
霊
石
だ
。
自
分
は
霊
亀
主
人
と
自
称
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
こ
の
石

に
つ
い
て
文
章
を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
。
断
っ
た
が
聞
き
入
れ
ず
彼
は
石
を
置

い
た
ま
ま
帰
っ
て
行
っ
た
。
見
れ
ば
見
ほ
ど
亀
そ
っ
く
り
だ
。
亀
だ
け
が
残
さ
れ

た
が
こ
れ
は
中
国
古
代
の
春
秋
時
代
、
秦
に
救
援
を
頼
ん
で
目
的
を
達
す
る
ま
で

七
日
七
夜
泣
き
続
け
た
楚
の
申
包
胥
を
思
わ
せ
る
。

こ
ん
な
前
書
き
で
「
亀
石
記
」
は
始
ま
る
。

古
来
亀
に
は
霊
が
あ
る
と
い
う
。
石
に
は
徳
が
宿
る
。
石
が
亀
の
形
を
し
て
い

る
。
で
は
こ
こ
に
霊
は
あ
る
か
。
徳
を
慕
っ
て
身
を
修
め
る
な
ら
ば
、
天
は
徳
を

与
え
る
だ
ろ
う
。
徳
に
よ
り
業
を
興
し
て
有
名
な
の
は
豊
太
閤
で
あ
る
。
道
徳
の

体
現
者
は
近
江
の
中
江
藤
樹
で
あ
る
。
霊
亀
主
人
は
、ど
ち
ら
を
志
向
す
る
の
か
、

両
方
を
兼
ね
備
え
よ
う
と
い
う
の
か
。（
将
来
を
期
待
し
よ
う
）

文
中
で
は
、「
詩
書
嘱
託
之
煩
」
に
耐
え
な
い
か
ら
と
断
り
な
が
ら
、
そ
こ
か

ら
反
転
し
て
古
今
の
故
事
を
引
き
な
が
ら
持
ち
主
の
心
を
動
か
す
内
容
を
導
く
手

法
は
み
ご
と
で
あ
る
。

四
月
に
は
、
若
い
高
須
藩
士
に
、「
張
良
」
と
い
う
古
詩
を
贈
っ
た
。（『
韋
軒

遺
稿
』
未
収
録
）

乱
極
真
人
出　
　
　
　
　
　

乱
の
極
み
真
人
出
づ
。　

其
捕
聞
俊
傑　
　
　
　
　
　

其
れ
俊
傑
と
聞
こ
ゆ
る
を
捕
ら
ふ
。　

容
雖
如
婦
人　
　
　
　
　
　

容
は
婦
人
の
如
し
と
雖
も
、

万
略
元
超
絶　
　
　
　
　
　

万
略
も
と
超
絶
す
。

与
書
豈
有
異　
　
　
　
　
　

与
書
あ
に
異
あ
ら
ん
や
。

墮
履
非
尋
常　
　
　
　
　
　

堕
履
尋
常
に
非
ず
。

激
之
使
有
忍　
　
　
　
　
　

激
の
使
忍
ぶ
こ
と
あ
り

即
是
陶
冶
方　
　
　
　
　
　

即
ち
こ
れ
陶
冶
の
方
な
り
。

男
子
有
所
期　
　
　
　
　
　

男
子
期
す
る
所
有
り
。
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一
四

ヽ
ヽ
在
成
志　
　
　
　
　
　

期
す
る
所
志
を
成
す
に
有
り
。   

功
名
付
浮
雲　
　
　
　
　
　

功
名
浮
雲
に
付
す
。

韓
彭
撃
瓶
智　
　
　
　
　
　

韓
彭
撃
瓶
の
智
、 

寸
胸
制
楚
又
魏
秦　
　
　
　

寸
胸
楚
又
魏
秦
を
制
す
。

報
韓
安
対
真
臣
隣　
　
　
　

韓
に
報
ず
、安
ん
ぞ
真
臣
の
隣
す
る
に
対
せ
ん
。

惜
此
擾
乱
回
天
手　
　
　
　

惜
し
む
ら
く
は
こ
の
擾
乱
回
天
の
手
、

不
出
六
国
合
縦
辰　
　
　
　

六
国
合
縦
の
時
に
出
で
ざ
る
こ
と
を
。

　
　

張
良　

作
辛
未
之
首　
　

張
良　

作
辛
未
の
首
夏
録
示
。

　
　
　
　
　

夏
録
示

乱
の
極
限
に
は
真
に
頼
り
に
な
る
人
物
が
現
れ
る
。　
　
　
　
　

俊
傑
と
噂
の
あ
る
人
物
を
捕
ら
え
た
。

容
貌
は
婦
人
の
よ
う
だ
が
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
略
は
元
来
人
に
超
絶
し
て
い
る
。

黄
石
公
か
ら
書
物
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
。

黄
石
公
が
、
わ
ざ
と
履
物
を
落
と
し
て
拾
わ
せ
た
と
こ
ろ
が
尋
常
で
な
い
。

厳
し
い
試
練
を
耐
え
忍
ぶ
べ
き
こ
と
。

こ
れ
即
ち
身
を
陶
冶
す
る
こ
と
で
あ
る
。

男
子
に
は
心
に
期
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

期
す
る
所
は
、
志
を
達
成
す
る
こ
と
。

功
名
は
、
浮
雲
同
然
。

韓
信
、
彭
越
を
項
羽
と
戦
わ
せ
て
勝
利
し
た
、
甁
を
撃
つ
と
い
う
知
略
、

小
さ
な
は
か
り
ご
と
で
よ
く
強
大
な
楚
、
あ
る
い
は
魏
、
秦
を
制
圧
す
る
。

亡
国
韓
に
報
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
、
真
の
臣
下
が
隣
に
い
る
の
と
対
し
よ
う
か
。

惜
し
い
こ
と
に
は
こ
の
擾
乱
を
制
圧
す
る
方
法
が
、

擾
乱
の
初
期
、
六
国
が
連
携
し
て
敵
に
当
た
る
べ
き
と
き
に
出
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
　
　

張
良
。
明
治
四
年
（
陰
暦
）
四
月
録
示
。

秋
月
が
残
し
た
漢
詩
の
中
に
読
み
込
ま
れ
た
人
物
は
、
平
重
盛
、
楠
正
成
、
長

巡
な
ど
、
国
難
に
際
し
て
非
運
の
死
を
迎
え
た
人
物
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

亡
国
楚
の
た
め
に
真
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
て
漢
の
高
祖
に
従
っ
た
伝
説
の
人
物
張

良
を
取
り
上
げ
、
せ
っ
か
く
黄
石
公
か
ら
苦
心
し
て
兵
書
を
授
け
ら
れ
な
が
ら
、

彼
の
知
恵
が
ま
だ
楚
が
存
在
し
て
い
た
こ
ろ
、
合
従
連
衡
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
に

役
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
る
。
漢
の
高
祖
の
建
国
の
功
臣
で

あ
る
彼
を
亡
国
楚
の
遺
臣
と
い
う
立
場
か
ら
と
ら
え
た
こ
の
詩
に
は
、
亡
国
の
臣

と
し
て
の
秋
月
の
思
い
が
実
感
さ
れ
る
。

十
六
月
九
日
、
名
古
屋
か
ら
称
津
君
が
や
っ
て
き
た
。
八
月
に
は
、
戊
辰
戦
争
当

時
の
戦
友
三
淵
半
僊
が
大
阪
か
ら
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が

高
須
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
制
度
改
革
で
旧
藩
主
家
は
東
京
移
住
を
命
じ

ら
れ
た
た
め
、
八
月
一
日
、
高
須
藩
元
知
事
の
松
平
義
生
が
遊
学
の
た
め
東
京
に

出
発
し
た
。
そ
の
後
九
月
十
六
日
に
は
、
病
気
を
理
由
に
高
須
に
留
ま
っ
て
い
た

松
平
義
勇
も
善
孝
院
ら
松
平
家
関
係
者
を
率
い
て
出
発
し
て
い
る
。『
韋
軒
遺
稿
』

に
の
せ
る
詩
三
編
の
中
の
一
つ
に
は
、

埋
骨
此
郷
不
復
帰
。
別
離
揮
涙
対
斜
暉
。

大
鵬
好
是
高
飛
去
。
欲
拝
清
容
留
賜
衣
。

自
分
は
こ
の
郷
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
で
い
る
。
義
生
公
と
の
お
別
れ
、
私
は
涙
と

共
に
夕
陽
を
浴
び
て
い
る
。

大
鵬
は
大
空
に
羽
ば
た
い
て
去
る
。
形
見
と
し
て
、
衣
服
を
頂
い
た
。

と
あ
る
。
秋
月
が
詩
を
作
っ
て
見
送
っ
た
の
は
こ
の
詩
の
内
容
か
ら
見
て
、
若
い

義
生
公
の
方
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
制
度
の
改
変
が
秋
月
ら
二
人
の
運
命
を
今
ま

さ
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
彼
ら
は
知
ら
な
い
。
こ
う
い
う
あ
わ
た
だ
し

さ
の
中
で
、
あ
る
日
、
高
須
藩
士
柑
園
上
田
環
が
、
一
本
の
刀
を
持
っ
て
秋
月
の

囚
居
を
訪
れ
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
た
。
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一
五

こ
の
刀
は
、
現
在
多
度
に
あ
る
法
泉
寺
と
い
う
寺
の
伝
世
の
名
刀
だ
。
関
ヶ
原

合
戦
当
時
法
泉
寺
は
桑
名
に
在
っ
た
。
織
田
信
長
の
忌
諱
に
ふ
れ
て
本
願
寺
か
ら

排
除
さ
れ
た
教
如
上
人
の
指
揮
の
下
、
徳
川
家
康
軍
の
た
め
大
活
躍
を
し
た
。
そ

の
際
家
康
か
ら
土
地
と
共
に
拝
領
し
た
刀
だ
。
そ
の
後
桑
名
の
町
割
り
が
行
わ
れ

て
、
法
泉
寺
は
多
度
に
移
住
し
た
。
法
泉
寺
の
現
住
職
牛
池
上
人
は
自
分
と
昵
懇

の
仲
だ
が
、最
近
徳
川
家
康
か
ら
拝
領
し
た
寺
領
が
、政
府
に
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
様
子
だ
と
、
徳
川
家
ゆ
か
り
の
刀
も
召
し
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の

際
だ
か
ら
誰
か
目
の
利
く
人
物
に
こ
の
刀
を
買
っ
て
も
ら
い
た
い
。
彼
は
そ
う

い
っ
て
い
る
と
、
秋
月
に
伝
え
た
。
見
る
と
本
当
に
み
ご
と
だ
。
見
れ
ば
見
る
ほ

ど
、
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
刀
の
精
が
夜
ご
と
夢
の
中
に
表
れ
て
、
私
に

呼
び
か
け
る
と
い
う
詩
を
作
っ
た
。
そ
の
結
果
牛
池
か
ら
刀
を
譲
り
受
け
る
こ
と

が
出
来
た
。

こ
れ
は
『
韋
軒
遺
稿
』
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
「
夢
貞
行
」
と
い
う
作
品
に
出

て
く
る
名
刀
の
こ
と
で
、後
に
彼
の
関
わ
っ
た
刀
剣
に
つ
い
て
述
べ
た
「
刀
史
引
」

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
『『
韋
軒
遺
稿
』
を
読
む　

一
（
金

城
学
院
大
学
論
集
人
文
科
学
編　

第
十
巻
）』
に
お
い
て
詳
述
し
た
の
で
そ
れ
に

譲
る
。

こ
こ
で
牛
池
が
い
っ
て
い
る
寺
領
の
没
収
云
々
と
い
う
の
は
、
明
治
四
年
一
月

五
日
新
政
府
に
よ
り
寺
領
が
没
収
さ
れ
各
府
、
藩
、
県
の
管
轄
に
さ
れ
た
こ
と
を

い
っ
て
い
る
。
牛
池
は
、
徳
川
幕
府
関
係
の
財
産
が
一
切
収
公
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
お
そ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

激
変
す
る
政
情
の
中
で
、
現
地
文
人
と
の
交
流
は
続
け
ら
れ
た
。
九
月
の
あ
る

日
、
秋
月
、
手
代
木
は
、
東
濃
武
儀
郡
上
有
知
の
人
村
瀬
雪
峡
と
養
老
の
滝
見
物

を
し
て
い
る
。
村
瀬
雪
峡
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、
武
儀
郡
上
有
知
村
生

ま
れ
。
村
瀬
秋
水
の
長
男
で
、
名
は
東
作
。
画
は
父
秋
水
に
学
ん
だ
。
江
戸
、
京

都
、
大
坂
で
経
史
詩
文
を
学
び
、
帰
郷
し
て
伯
父
村
瀬
藤
城
を
助
け
て
門
下
生
を

教
え
た
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
歿
し
て
い
る
。
京
都
、
大
坂
に
出
て
経
史

詩
文
を
学
ん
だ
と
言
う
か
ら
、
漢
学
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
人
物
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
高
須
に
帰
っ
た
三
人
を
訪
ね
て
、
そ
の
場
で
揮
毫
し
て
も

ら
っ
た
と
い
う
養
老
観
瀑
図
が
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

軸
に
は
二
枚
の
メ
モ
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
の
メ
モ
に
は
、

明
治
四
辛
未
年
九
月

養
老
瀧
自
画
賛
邨
瀬

雪
峡
筆

又
讃
元
会
津
藩

手
代
木
直
衛
勝
任
哥

同
秋
月
悌
次
郎
胤
永

号
ハ
韋
軒
詩

明
治
四
辛
未
年
九
月
右
三
人
共

藤
七
郎
面
会
直
ニ
認
メ

貰
ひ
真
正
筆
無
相
違
候
也

と
あ
り
、
も
う
一
枚
に
は

    

記

一
養
老
山
瀧
自
画
賛

　

村
瀬
雪
峡
筆

右
ハ
藤
七
郎
余
に
面
會

認
メ
貰
ひ
來
り
且
又

手
代
木
秋
月
両
大
人
と
も

面
会
直
ニ
三
人
共
ニ
認
メ

貰
ひ
来
り
無
相
違
候
也

　

明
治
四
辛
未
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　

貫
雲
雅

と
あ
っ
て
、
貫
雲
雅
と
い
う
人
物
が
、
藤
七
郎
の
持
参
し
た
作
品
が
本
物
で
あ
る
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一
六

こ
と
を
保
証
し
た
内
容
で
あ
る
。
二
人
が
ど
う
い
う
人
物
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
美
濃
在
住
の
文
人
と
流
刑
囚
と
の
交
流
を
身
近
に
見
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
作
品
は
、
村
瀬
の
描
い
た
養
老
の
滝
図
に
、

い
そ
の
上
ふ
か
し

　
　

み
ゆ
き
も

　
　
　
　
　

た
き
水
の

　
　

老
を
や
し
な
ふ

　
　
　
　

名
に
な
か
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
任

至
孝
動
天
自
古
然　
　

多
君
賜
類
遂
前
縁

又
欣
三
伏
炎
ヽ
日　
　

已
覚
飛
泉
響
耳
辺

　
　
　
　

辛
未
年
韋
軒
題

随
風
白
雨
洒
中
天　
　

又
是
迅
雷
轟
那
辺

怪
底
驪
龍
呼
不
答　
　

湿
雲
深
処
抱
珠
眠

　
　
　
　

雪
峡
詩
画

と
、
三
氏
の
画
讃
が
記
さ
れ
て
い
る
。
美
濃
国
内
と
は
い
い
な
が
ら
他
藩
領
へ
の

異
動
が
黙
認
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
い
か
に
彼
ら
が
、
地
域
の
人
々
に
一
目
置
か

れ
て
い
た
か
が
分
か
る
。

だ
が
こ
う
し
た
悠
然
と
し
た
生
活
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
高
須
藩
が
名
古

屋
藩
と
合
併
し
て
名
古
屋
県
管
下
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
彼
ら
の
身
柄
は
名
古

屋
県
に
移
管
が
決
ま
る
。

十
月
十
三
日
、
二
人
は
高
須
よ
り
名
古
屋
に
移
送
さ
れ
た
。
彼
ら
を
高
須
で
見

送
っ
た
桂
園
派
歌
人
の
重
鎮
で
地
元
の
有
力
者
だ
っ
た
吉
田
利
和
は
、
別
れ
を
惜

し
ん
で
は
な
む
け
の
歌
を
詠
ん
だ
。
こ
の
時
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
処
遇
も
分

か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
前
書
き
に
は
青
森
県
移
送
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

 

会
津
藩
士
秋
月
胤
永
、
手
代
木
勝
任
の
ふ
た
り
、
年
久
し
う
わ
が
高
須

の
さ
と
に
公
に
め
し
う
ど
と
な
り
け
る
が
、
こ
た
び
青
森
県
に
う
つ
さ

る
る
わ
か
れ
に

わ
か
れ
て
は　

い
つ
会
津
山　

ふ
る
さ
と
に　

　
　

か
へ
る
日
つ
げ
よ　

い
つ
会
津
山

こ
こ
で
彼
ら
の
人
生
に
お
け
る
短
い
休
暇
は
終
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
五
日
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